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1 川上ダム建設事業の位置図

前深瀬川

流域面積：約56.2㎞２

幹川流路延長：約15.5㎞

川上ダム

集水面積：約54.7㎞２

国土地理院発行１／２００，０００地勢図（名古屋）に加筆
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2 事業実施計画内容

○洪水調節
川上ダムによって、当該ダムの建設される地点における計画

高水流量850m3/sのうち780m3/sの洪水調節を行うものとする。
○流水の正常な機能の維持

川上ダムによって、前深瀬川及び木津川の既得用水の補給等
流水の正常な機能の維持と増進を図るものとする。

また、高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム及び比奈知ダムの堆
砂除去のための代替補給を行うものとする。

○水道
川上ダムによって、伊賀市の水道用水として最大 0.358m3/s

の取水を可能ならしめるものとする。

①目的 ：

②工期 ： 昭和56年度から平成34年度までの予定

2
③事業費 ： 約１，１８０億円



3 川上ダム建設事業の経緯（１）

3

昭和42年 4月 予備調査を開始（建設省）

昭和56年 4月 実施計画調査を開始（建設省）

昭和57年 8月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更により川上ダムが追加

平成 4年 9月 事業実施方針の指示

平成 5年 1月 水源地域対策特別措置法に基づくダムに指定

平成 5年 1月 事業実施計画の認可

平成 8年12月 補償基準の妥結（ダムサイトより上流）

平成 9年 2月 水源地域対策特別措置法に基づく水源地域指定

平成 9年12月 補償基準の妥結（ダムサイトより下流）

平成10年 3月 付替県道工事に着手

平成11年 6月 事業実施方針（変更）の指示

平成11年10月 事業実施計画（変更）の認可

平成15年12月 水没家屋（38世帯40戸）全て移転完了

平成19年 8月 淀川水系河川整備基本方針策定

平成21年 3月 淀川水系河川整備計画策定

平成21年 4月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更により事業目的の変更（既設ダムの堆砂
除去のための代替補給の追加、新規利水容量の減量及び予定工期の変更)



4 川上ダム建設事業の経緯（２）
平成21年12月 「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」における新たな評価基準により

検証を行うダムとして位置づけられる

4

平成22年 9月 国土交通大臣より、ダム事業の検証に関する検討の指示

平成23年 1月 川上ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第１回幹事会）

平成23年 2月 事業実施計画（第2回変更）の認可
総事業費：850億円 → 1180億円、
事業工期：平成16年度まで → 平成27年度までの予定

平成24年 3月 川上ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第２回幹事会）

（10月 第３回幹事会、12月 第４回幹事会、3月 第５回幹事会）

平成26年 5月 川上ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場
（第１回検討の場・第６回幹事会）

平成26年 7月 近畿地方整備局事業評価監視委員会

平成26年 8月 今後の治水対策のあり方に関する有識者会議
国土交通省が川上ダム建設事業の「継続」とする対応方針を決定

平成27年 3月 事業実施計画（第３回変更）の認可
事業工期：平成27年度までの予定 → 平成34年度までの予定
ダム諸元の一部変更

平成28年 1月 淀川水系水資源開発基本計画の一部変更により予定工期の変更

平成28年 6月 近畿地方整備局事業評価監視委員会（治水再評価）
「事業継続」することが妥当との判断



5 貯水池容量配分図
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6 事業進捗状況（平成29年3月末時点）

6

●付替県道松阪青山線 平成20年11月全線供用開始

●付替県道青山美杉線 平成22年2月一部供用開始（現在道路管理者により通行止）

●仮排水路トンネル工事 平成23年1月完成



7 事業進捗率（平成29年3月末時点）

H28年度まで

H29年度以降

付替道路 8.8km

水没家屋移転 40戸

用地取得 115ha 114ha(99%)

40戸(100%)

8.8km(100%)

※ 用地取得は、水没用地を計上。

7

ダム本体 （未着手）

※ 付替県道青山美杉線は、安全施設等工事中。



8 全体事業費の執行状況及び予定（平成29年3月末時点）
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平成３０年度以降の事業費（約４９２億円）の内訳

全体事業費 ：１，１８０億円

平成２８年度迄の執行済み額：約６６６億円
（平成２８年度の執行額：約２２億円）

平成２９年度の執行額：約２２億円

工 事 費 ３６３

測
量
設
計
費

５１

事
務
費
等

５８

用
地
及
補
償
費

※）上記の事業費及び内訳は、現行計画に基づく内容を記載したもの。

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

平成３０年度以降の事業費：約４９２億円

56.4％ 58.3％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

船舶及機械器具費 ４

１６



9 川上ダム建設事業工程

9

平成27年度まで 平成28年度項　目 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

　　本体打設

　　管理設備

　　試験湛水

　　工事用道路

    付替道路

　　転流工

　　仮設備

　　基礎掘削



10 平成30年度以降の主な工事実施予定箇所

10

付替県道青山美杉線
（現在道路管理者に
より通行止め）

前深瀬川

川上川
西之沢橋

仮排水路トンネル
（H.23.1完了）

川上ダム

付替県道松阪青山線

付替県道青美線 猫また大橋（H25.12完了）

付替県道青美線北野トンネル（H24.5完了）

平成29年度迄

平成30年度以降※

（ 凡 例 ）

※平成30年度以降の主な工事は以下の通り
・ダム本体工事
・放流設備工事
・温水放流対策工事
・管理設備関連工事（小水力発電設備等）



11 平成29年度実施の工事

付替県道松阪青山線

桐ヶ丘団地

前深瀬川

川上川

付替県道青山美杉線

付替県道青美線安全施設設置工事

付替県道青美線照明設備工事

平成28年度迄

平成29年度

（ 凡 例 ）
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川上川右岸落石等対策工事

上川原地区斜面対策工事

ダムサイト右岸上流部落石対策工事

左岸工事用道路工事

発電所撤去工事
川上川右岸上流部落石等対策工事

川上ダム本体建設工事



12 平成29年度実施の工事

12



13

【工事概要】

川上ダム本体建設工事 （H29年4月3日入札公告：工期H35.3まで）

施工箇所

13

・ダム本体の建設工事（重力式コンクリートダム：堤高 84.0ｍ、堤体積 約457,000m3）

工事金額 （金額算定中）

工事内容

転流工 １式

ダム土工 １式

掘削工 約149,000m3

堤体工 １式

本体コンクリート 約440,000m3

減勢工 約 17,000m3

基礎処理工１式（約12,900m）

法面工 １式

仮設工 １式

・平成２９年度は、転流工のうち上流仮締切における陸上部の施工を実施する予定。

：平成29年度施工予定箇所

上流仮締切工断面図上流仮締切工平面図
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【工事概要】

川上川右岸落石等対策工事 （工期：H28.9～H29.6 ）

工事金額 約 230百万円

工事内容

落石予防工 １式

落石防護工 １式

14

・貯水池内斜面の落石が多発している区間について、下部標高に配置する管理設備の保護及
び本体工事期間中の通行等安全確保のために必要な落石予防工、防護工を実施。

〔小割除去約20m3、ロープ伏工約4,000m2〕

〔落石防護網工約1,800m2、落石防護柵工約70ｍ〕

施工箇所

ロープ伏工

：対策箇所

落石防護柵工

落石防護網工
撮影：平成２９年４月５日
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【工事概要】

川上川右岸上流部落石等対策工事 （工期：H29.2～H29.12 ）

15

ロープ伏工

・貯水池内斜面の落石が多発している区間について、下部標高に配置する管理設備の保護及
び本体工事期間中の通行等安全確保のために必要な落石予防工、防護工を実施。

：対策箇所

落石防護柵工

落石防護網工

工事金額 約 210百万円

工事内容

落石予防工 １式

落石防護工 １式

〔小割除去約140m3、ロープ伏工約70m2〕

〔落石防護網工約1,800m2、落石防護柵工約210ｍ〕

上流工区 下流工区

撮影：平成２９年４月５日

撮影：平成２９年４月５日

施工箇所
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【工事概要】

ダムサイト右岸上流部落石対策工事 （第４四半期発注予定）

・貯水池内斜面の落石が多発している区間について、下部標高に配置する管理設備の保護及
び本体工事期間中の通行等安全確保のために必要な落石予防工、防護工を実施。

工事金額 （金額算定中）

工事内容

落石予防工 １式

落石防護工 １式

16

ロープ伏工

：対策箇所

落石防護柵工

落石防護網工
撮影：平成２９年４月５日

施工箇所
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【工事概要】

上川原地区斜面対策工事 （工期：H28.9～H29.12 ）

工事金額 約 210百万円

工事内容

盛土工 １式（約40,000m
3
）

ブロックマット工 １式（約10,000m
2 
）

17
：押え盛土範囲

・ダム湛水後における貯水池の水位変動により不安定化が懸念される斜面の対策工として
押え盛土を実施。

撮影：平成２９年４月５日

押え盛土標準断面図

ブロックマット工イメージ
（ｱｲｹｲｺﾝｸﾘｰﾄHPより）

施工箇所
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【工事概要】

発電所撤去工事 （工期：H29.2～H29.9 ）

工事金額 約 50百万円

工事内容

構造物撤去工 １式（建屋、水圧鉄管等）

復旧工 １式

仮設工 １式

18

・旧阿保発電所の建屋、水圧鉄管等の撤去を実施。

：撤去対象物

撮影：平成２９年３月２４日撮影：平成２９年３月２４日

施工箇所

水圧鉄管

建屋
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工事金額 約 440百万円

工事内容（主たる工種）

工事用道路工 １式

（掘削工約9,000m
3
、盛土工約13,000m

3
）

仮設橋設置工 １式（１橋）

仮桟橋設置工 １式（１箇所）

骨材仮置き場整備工 １式（整地約100,000m
3
）

仮設備ヤード整備工 １式（盛土工約47,000m
3
）

【工事概要】

左岸工事用道路工事 （工期：H29.5～H30.3 ）

19

：施工箇所

・ダム本体工事の施工に必要な工事用道路、仮設備ヤード、骨材仮置きヤード等を実施。

仮桟橋部断面図

工事用道路及び骨材仮置き場断面図

工事用道路 骨材仮置き場

下流工区平面図 上流工区平面図

施工箇所



20 左岸工事用道路工事 （工期：H29.5～H30.3 ）

20

前深瀬川

前深瀬川

下流工区現況写真 上流工区現況写真

撮影：平成２９年４月５日 撮影：平成２９年４月５日
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【工事概要】

付替県道青美線安全施設設置工事 （工期：H29.3～H29.7 ）

工事金額 約 10百万円

工事内容

落下防止柵設置工 １式（約450ｍ）

防護柵設置工 １式（ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ約70ｍ）

道路標識設置工 １式（警戒標識等5基）

道路付属物設置工 １式

21

・付替県道青美線の猫また大橋への落下防止柵の設置及びガードレール等を設置。

落下防止柵立面図：落下防止柵イメージ撮影：平成２９年４月５日

施工箇所
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【工事概要】

付替県道青美線照明設備設置工事 （工期：H29.5～H29.10 ）

工事金額 約 30百万円

工事内容

橋梁照明設備設置工 １式（LED照明4基）

トンネル照明設備設置工 １式（基本照明
11基、入口照明32基、坑外灯2基）

22

・付替県道青美線の猫また大橋及び北野トンネルに照明設備を設置。

橋梁照明設備 トンネル照明設備

猫また大橋 北野トンネル

撮影：平成２９年４月５日 撮影：平成２９年４月５日

施工箇所



23 コスト増加項目（工事）

23

工 事 名 コ ス ト 増 加 項 目 具 体 的 内 容 増 加 結 果 な ど

川上川右岸落石等対策工事
土砂用アンカーの増
加

現地地質状況により、土砂部が増加することに
よってアンカー材料、施工費等が増加したことに
よるコストの増加

約２１百万円のコスト増加

【コスト増加項目】



24

24

【当初計画】 【変更計画】

当 初 計 画 変更計画（コスト増加）

概算費用 ４６百万円 約６７百万円

コスト増加額 － 約２１百万円

【コスト増加結果】 【主要な変更数量】

川上川右岸落石等対策工事 アンカー種類の変更

・土砂用アンカーと岩盤用アンカーの比率が当初想定に比べて土砂範囲が増えたことより、
土砂用アンカーの占める率が増加した（アンカー種類変更に伴う増額）ことによるコスト
の増加。

岩盤用アンカーの減少
岩盤用アンカー：D22(M20)×1000mm

土砂部用アンカーの増加
土砂部用アンカー：φ114.3×1350mm

及びD22(M20)×650mm

当初計画 変更計画

アンカー設置工 岩用 ５０５本 １６６本

アンカー設置工 土砂用 ３３６本 ７２１本

土砂用アンカーの比率 約４０％ 約８０％



25 コスト縮減項目（工事・業務）

25

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

左岸工事用道路等工事
現地発生材の有効活
用

付替県道（トンネル）工事で発生した岩砕を工事
用道路の路盤材として活用することで、購入材
の使用に比べてコストを縮減
（対象土量；約570m3）

約２百万円のコスト縮減

人工巣穴・遡上路モニタリング
調査

調査の直営化

人工巣穴と遡上路のモニタリング（カメラ等によ
る観察）の技術が習熟化したため、直営で調査
を実施することとした。そのため、業務発注する
場合に比べてコストを縮減

約５百万円のコスト縮減

付替県道青美線照明設備工
事

LED照明の採用
（ライフサイクルコスト
による縮減）

LED照明を採用することで、従来のセラミックメタ
ルハライドランプと比較検討した結果、初期費用
＋維持・更新費用としてコストを縮減

約５百万円のコスト縮減

【コスト縮減項目】



26 左岸工事用道路等工事 現地発生材の有効利用

26

・付替県道（トンネル）工事で発生した岩砕を工事用道路の路盤材として活用すること
で購入材料を使用する場合に比べてコストを縮減。

当 初 計 画 変更計画（コスト縮減案）

概算費用 約３百万円 約１百万円

コスト縮減額 － 約２百万円

【コスト縮減結果】

標準断面図

当 初 変 更 計 画

路盤材 購入材料（C40）
事業発生材の
流用（岩砕）

【使用材料】

使用材料（岩砕）

盛
土
法
面

路盤(岩砕） t=400

路床盛土    t=250

路体盛土

路肩盛土

6000 6000

12000

500 500

224.117

1:
1.
5

路肩盛土



27 人工巣穴・遡上路モニタリング調査 調査の直営化

27

【調査内容】

・職員による人工巣穴と遡上路のモニタリング（カメラ等による観察）の技術が習熟化
したため、直営で調査を実施することとした。業務発注する場合に比べてコストを縮減。

当 初 計 画 変更計画（コスト縮減案）

概算費用 約５百万円／年 －

コスト縮減額 － 約５百万円／年

当 初 変 更 計 画

人工巣穴
・遡上路

モニタリング
調査

６回 ０回（直営作業）

【コスト縮減結果】 【主要な変更数量】

遡上路モニタリング調査の状況

人工巣穴

水中カメラ

カメラ

遡上路

人工巣穴内部の
オオサンショウウオ

遡上路を遡上する
オオサンショウウオ

水の流れ

オオサンショウウオ

人工巣穴モニタリング調査の状況



28 付替県道青美線照明設備工事 LED照明の採用

28

・LED照明を採用することで、従来のセラミックメタルハライドランプと比較検討した結
果、初期費用＋維持・更新費用としてコストを縮減。

当 初 計 画 変更計画（コスト縮減案）

概算費用
初期費用： ７百万円
維持更新費用：１０百万円
合計 １７百万円

初期費用：７百万円
維持更新費用：５百万円
合計 １２百万円

コスト縮減額 － 約５百万円

【コスト縮減結果】

当 初 変 更 計 画

基本照明
入口照明

LED：11基
ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙ：36基

LED：11基
LED：32基

【使用材料】

北野トンネル（現況）

※維持・更新（20年間）を含めると約5百万円の縮減となる。

LEDランプ

セラミックメタルハライドランプ



29 （参考）ダム本体工事発注段階におけるコスト縮減項目

29

【コスト縮減項目】

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

ダム本体工事 施工機械の見直し

地質状況及び掘削形状より、河床部のコンソリ
デーションボーリング機械をロータリー式から
パーカッション式に変更したことによりコストを縮
減

約３百万円のコスト縮減

ダム本体工事 施工計画の見直し

基礎掘削時の積込機械を大型化し、基礎掘削
の施工サイクルを短縮（4.0m3BH→5.4m3W.L）し

た。また、工事全体計画の中で建設発生土受入
地の場所を見直し、建設発生土の運搬距離を
短かくしたことによりコストを縮減

約７百万円のコスト縮減

ダム本体工事 打設計画の見直し

リフトスケジュールを打設時間単位で見直し、打
設計画を最適化することで日当たり施工量の増
加、打設期間の短縮を図り、打設単価、工事に
必要な仮設費用のコストを縮減

今後精査



30 （参考）ダム本体工事 施工機械の見直し

30

・河床部の基礎処理（コンソリデーションボーリング工）の削孔機械を変更し、コスト
を縮減。

当 初 計 画 変更計画（コスト縮減案）

概算費用 約４９百万円 約４６百万円

コスト縮減額 － 約３百万円

【コスト縮減結果】

コンソリデーショングラウチング配置図

当 初 変 更 計 画

ロータリー式 3610m 2960m

パーカッション式 0m 650m

【削孔機械の変更】

パーカッション式

ダム天端標高
EL282.000

縦 断 面 図

サーチャージ水位 EL276.900

設計洪水位 EL280.200

常時満水位 EL262.000

21@15,000=315,000

左岸端部処理工

9,500

※基礎掘削完了後の形状が平坦、地質が良好であることから

( A 列 )

9,000 10,000

　パーカッション式ボーリングマシンによる削孔に変更。

ロータリー式



31

31

・基礎掘削における機械の配置計画、建設発生土受入地の見直しにより、コスト縮減を
縮減した。

当 初 計 画 変更計画（コスト縮減案）

概算費用 約３１０百万円 約３０３百万円

コスト縮減額 － 約７百万円

【コスト縮減結果】

基礎掘削機械配置計画図

当 初 変 更 計 画

掘削土量 145,000㎥

積込機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ4.0㎥級 ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ5.4㎥級

建設発生土受入
地の見直し

平均運搬距離
1.8km

平均運搬距離
1.3km

【施工計画の見直し】

積込機械の変更

建設発生土受入地位置図

（参考）ダム本体工事 施工機械の見直し

凡例 当初計画
変更計画

掘削場所近傍に建設発生土
受入地を追加配置


